
高畠町の概要

高畠町は、奥羽山脈の深くに源流をもつ屋代川、和田川の扇状
地に拓けた実り豊かの町です。面積１８０．２６㎡でその４８％が森
林、２５％が農用地となっています。

主な特産品は、米、ラ・フランス、さくらんぼ、りんご、ぶどう、まつ
たけとなっており、丘や山に囲まれた稔り豊かな住み良いところと
いう意味をもつ「まほろばの里」と呼ぶにふさわしいところです。

【基本情報】平成３０年４月１日現在
◎人 口 ２３，６５４人
◎高齢者率 ３１．９％



高畠町の概要 高畠町の人口の推移と将来人口
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高畠町の概要
◆ 日常生活圏域 １か所（町内中学校 １校）

◆ 地域包括支援センター １か所（直営）

◆ 職員数：事務職 ４名

保健師 ２名

社会福祉士 ３名（正職員２名、嘱託職員１名）

主任介護支援専門員 ２名（嘱託職員）

介護支援専門員 １名（嘱託職員）





認知症総合支援事業
○認知症初期集中支援事業

認知症初期集中支援チームの設置：１か所

（委託先：社会医療法人公徳会 佐藤病院（隣市）

○認知症地域支援・ケア向上事業

認知症地域支援推進員の配置

認知症カフェ

○任意事業

認知症サポーター養成講座

高齢者等見守り・徘徊SOSネットワーク事業



認知症地域支援推進員の設置
人数：１名（兼任、嘱託職員・非常勤特別職員）

但し、現在高畠町地域包括支援センター職員のうち、他２名も認知症地域支
援推進員研修受講済み

職種：社会福祉士

配置場所：高畠町地域包括支援センター

嘱託医：なし



認知症地域支援推進員の主な業務

認知症初期集中支援チーム事業の推進と調整

認知症カフェの効果的な運営への関わり

認知症に関する相談対応



認知症地域支援推進員の
配置について

○認知症に関する相談や支援が増加している中、
専門的な立場の推進員が中心となって、個別の対
応や支援の方向性を検討することができる。

○個別支援・対応から関係機関や関係者との連
携、社会資源の不足の把握などから必要な事業の
展開を検討し実施につなげる。



認知症地域支援・ケア向上事業
１．認知症サポーター養成研修会

実施年度 実施箇所 受講者数 受講者累計数 備 考

平成２７年度 １３ ２５４ １，６７７

実績平成２８年度 ９ ２１３ １，８９０

平成２９年度 １４ 266 ２，１５６

平成３０年度 ７ １３０ ２，２８６ １０月末現在

平成３１年度 １５ １５０ ２，４００

第７期計画
平成３２年度 １７ ２００ ２，６００



認知症サポーター養成講座

集落サロン

県立高畠高校

役場職員対象



認知症カフェ
認知症カフェ ２か所

１）委託１か所

委託先：小規模多機能事業所

２）自主活動

社会福祉法人松風会



山形県「さくらんぼカフェ」
出張交流会
平成３０年１０月２１日（日）



認知症ケアパス

策定年度：平成２６年度（第１版）

現在第４版を配布

平成３０年度 第５版作成中



認知症の人の見守り体制
高畠町高齢者等見守り・徘徊SOSネットワーク事業

①地域見守り支援システム

②事前登録システム

③徘徊SOSシステム



①地域見守り支援システム
◇協力機関の登録

H３０年１０月末 登録事業所 ６５ヶ所 （H29年度末 ２８ヶ所）

生活支援コーディネーターの活動と一緒に登録依頼

◇メールサポーター登録
H３０年１０月末 登録者数 １２７名

認知症サポーター養成講座での登録など

◎高畠町認知症サポート企業認定事業



②事前登録システム
【目 的】

認知症等徘徊のおそれのある高齢者の家族等が所在不
明時の捜索を円滑に行なう。

【内容】

高齢者の個人情報を事前に町に登録。警察署にも情報
提供。

【平成３０年１０月末現在登録者数】 ２１名



③徘徊SOSシステム
１）南陽警察署への情報提供

登録者の家族等の同意のもと、登録者の情報を南陽警
察署に提供

２）徘徊SOSシステムのよる捜索

（１）高齢者等が所在不明となった場合に家族等が南陽警
察署に捜索依頼

（２）警察署が要請後、徘徊SOSシステム捜索依頼書に記
録し町へ連絡



③徘徊SOSシステム

（３）町は、メール配信により協力機関及び協力者に捜索依頼

（４）可能な限りで協力機関及び協力者が捜索。発見した場合

は南陽警察署に連絡

（５）警察署で本人を確認後、町へ連絡

（６）町はメール配信で捜索協力依頼を解除する



認知症サポート企業認定について

町内に拠点を置く企業や商店が一体となって、認知
症に関する理解を深め、地域で認知症の人や家族
を支えていくしくみづくり

平成２９年度より開始

◆認定事業所

平成２９年度 ３事業所

平成３０年度 ４事業所



職域向け養成講座の開催・

高畠町認知症サポート企業認定

◆対 象 町内の企業、自営業、組合等

町内企業に勤める方

◆内 容 認知症サポーター養成講習会（1～1.5h）の開催

高畠町認知症サポート企業の認定

＊認定証の交付要件＊

①地域見守り支援システム協力機関協定締結

②登録社員の８割に養成講習会受講してもらう



フロー

協力依頼と養成講習会開催の案内

認知症を取り巻く状況と施策、「地域見守り支援ネットワーク協力
機関協定」について説明

①「地域見守り支援システム協力機関協定」の締結
②認知症サポーター養成講習会の案内



③講習会を都合の良い日を選択してもらい受講

④「地域見守り支援ネットワーク協力機関協定」を締結し、かつ

登録社員（組合員）の８割以上受講された企業、自営業（組合）

には、認知症に理解を示す優良団体として

を交付



認知症サポート企業認定証交付状況
≪平成２９年度≫

町内歯科医院または商店を中心に「認知症サポート企業」について説明

美容院、菓子店などに認定証交付

≪平成３０年度≫

在宅医療・介護連携推進事業において町内の「調剤薬局部会」が平成２９年
度発足。（その他、医師部会、歯科医師部会、看護介護部会がある）

今年度開催の「調剤薬局部会」において「認知症サポート養成講座」の受講
の要請があり実施。調剤薬局のスタッフも参加があり、」「認知症サポート企
業」認定条件に該当となる。

また、生活支援コーディネーターとの協働により、協力機関登録も急増！



認知症サポート企業認定証交付式

平成２９年度

平成３０年度



今後の認知症施策の展開について
・認知症の予防の推進、理解の促進

・認知症高齢者の介護者への支援

↓

認知症地域支援推進員の役割の強化

認知症初期集中支援事業の効果的な運用

認知症に関する情報の発信

地域や関係機関との連携強化




